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工事内容

●本工事の施工記録

●進捗状況・お知らせ

地盤改良の効果を確認するため、12月より工事海域に鋼製櫓（やぐら）を２基設置して、チェック
ボーリングを行っています。

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業 工事レポート

横浜港新本牧地区岸壁(-18m)(耐震)海上地盤改良工事

令和２年３月16日　～　令和３年１月29日

東洋・あおみ特定建設工事共同企業体

横浜港新本牧地区岸壁(-18m)の整備に向けて、海底地盤を
改良します。

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業

締固工（サンドコンパクションパイル）

（工事受注者撮影）

敷砂工

（工事受注者撮影）

固結工（深層混合処理杭）

（工事受注者撮影）

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

岸壁(水深18m)

護岸(防波)

防波堤

荷さばき地

道路

本工事

▽工程表

工事場所

▽（新本牧ふ頭）施工位置図

東京湾

横浜駅
川崎駅

横須賀駅

久里浜駅

▽新本牧ふ頭位置図



令和2年12月横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業 工事レポート

京浜港湾事務所

鋼製櫓搬入 約６ヵ月かけて、サンドコンパク
ションパイルおよび深層混合処理杭
により、海底の軟弱地盤の改良を
行ってきました。これにより、地震
にも耐えうる強固なふ頭を作ること
ができるようになります。
また、本工事の最後に、地盤改良

の成果を確認するための調査工
（チェックボーリング）をします。

調査工 敷砂工 締固工 固結工 調査工

鋼製櫓の高さは28mも
あるよ！

ボーリング調査状況 調査工は、海上に設置した鋼
製櫓を利用して行います。
櫓の上から地盤改良した箇所

に鋼管を差し込み、貫入試験や
試料採取をして、地盤改良の成
果を確認します。


